
青木　康弘

〈〉

年に取り組むべきこと〈〉

政府検討会

外
国
人
材
の
技
能
実
習
・
特
定
技
能

存
廃
含
め
見
直
し
議
論

技能実習制度、特定技能制度の
在り方に関する主な論点

春
ご
ろ
に
中
間
報
告

中国駐東京観光代表処

青少年対象にプロモ

「友好関係発展を」

訪
日
促
進
、農
産
物
輸
出
で
連
携

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
、ジ
ェ
ト
ロ
な
ど
覚
書
締
結

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
を
始
め

て
か
ら
４
年
目
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
全
国
旅
行
支
援
に
よ

り
観
光
地
は
活
況
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

再
燃
や
政
府
の
政
策
に
翻
弄

ほ
ん
ろ
う

さ

れ
道
標
を
見
失
っ
て
い
る
旅
館

・
ホ
テ
ル
は
少
な
く
な
い
。
今

回
コ
ラ
ム
で
は
、
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
施
設
を
再
興
さ

せ
る
た
め
に
２
０
２
３
年
に
取

り
組
む
べ
き
こ
と
を
紹
介
し
た

い
。①

量
よ
り
質
を
追
求
す
る

国
内
の
人
口
動
向
を
み
る

と
、
シ
ニ
ア
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
た
観
光
地
が
再
び
コ
ロ
ナ
前

の
水
準
を
取
り
戻
す
の
は
大
変

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
が
分
か

る
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
り
、

歳
～

歳
の
シ

ニ
ア
層
は
急
速
に
減
少
す
る
か

ら
だ
。

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
３
０

年
ま
で
の
変
化
を
見
る
と
、
多

く
の
地
域
で
２
割
以
上
の
大
幅

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
特

に
減
少
幅
が
大
き
い
エ
リ
ア

は
、
四
国
、
山
陰
、
近
畿
、
北

陸
、北
関
東
、北
海
道
で
あ
る
。

シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
施
設
は
同
じ
努
力
を
続
け
て

も
、
コ
ロ
ナ
前
の
８
割
し
か
売

り
上
げ
を
獲
得
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
。
実
際
に
は
国
民
全
体

の
所
得
水
準
の
低
下
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
売
り
上
げ
減
に
直
面

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

多
く
の
施
設
で
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る

歳
～


歳
人
口
も
シ
ニ
ア
層
ほ
ど
で
な

い
も
の
の
減
少
が
続
く
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
か

ら
２
０
２
５
年
ま
で
の
た
っ
た

５
年
間
で
５
％
以
上
減
少
す
る

地
域
は
少
な
く
な
い
。

今
後
は
、
客
数
が
毎
年
減
少

す
る
こ
と
を
当
た
り
前
の
こ
と

と
し
て
、
事
業
計
画
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
政
府
の
補
助

事
業
が
続
い
て
い
る
う
ち
に
量

か
ら
質
へ
の
転
換
を
図
り
た

い
。２

室
を
１
室
に
統
合
し
て
付

加
価
値
の
高
い
客
室
を
増
や
す

と
と
も
に
、
老
朽
化
が
進
ん
だ

建
物
の
解
体
を
検
討
す
る
こ
と

を
お
勧
め
す
る
。
上
層
階
の
一

部
客
室
の
み
工
事
費
を
か
け
て

贅
沢

ぜ
い
た
く

な
改
装
を
行
う
の
で
は
な

く
、
予
算
の
範
囲
内
で
可
能
な

限
り
改
装
で
き
る
室
数
を
増
や

し
た
方
が
良
い
。
一
部
客
室
を

露
天
風
呂
付
き
の
豪
華
な
客
室

に
し
て
も
、
一
般
客
室
の
部
屋

余
り
問
題
は
解
決
し
な
い
か
ら

だ
。バ
ー
や
ク
ラ
ブ
、食
事
処
、

ロ
ビ
ー
と
い
っ
た
団
体
向
け
の

付
帯
設
備
も
、
こ
の
機
会
に
個

人
客
向
け
の
滞
在
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
改
装
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）
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◆技能実習制度と特定技能制度の制度趣旨について
　①制度目的（人材育成を通じた国際貢献）と実態（国内　
　　での人材確保や人材育成）を踏まえた技能実習制度の　
　　在り方（制度の存続や再編の可否を含む）
　②外国人が成長しつつ、中長期的に活躍できる制度（キ　
　　ャリアパス）の構築（両制度の対象職種の在り方を含む）
　③受け入れ見込み数の設定の在り方
◆人権侵害の防止のほか、外国人にとっても、日本にとっ　
　てもプラスとなる仕組みとするための方策について
　①転籍の在り方（技能実習）
　②管理監督や支援体制の在り方
　　・監理団体や登録支援機関の監理、支援の在り方（存
　　　続の可否を含む）
　　・国の関与や外国人技能実習機構の在り方（存続の可
　　　否を含む）
　　・送り出し機関や送り出しの在り方（入国前の借金の　
　　　負担軽減策などを含む）
　③外国人の日本語能力の向上に向けた取り組み（コスト　
　　負担の在り方を含む）

政
府
は
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
技
能
実
習
制
度
と
、
特
定
技
能
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
有
識
者

検
討
会
を
設
置
し
、

月

日
に
初
会
合
を
開
い
た
。
技
能
実
習
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
際
貢
献
と
い
う
制
度
の

目
的
か
ら
か
け
離
れ
、
人
手
不
足
を
補
う
労
働
力
確
保
が
目
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
批
判
が
あ
り
、
制
度
の
存

廃
を
含
め
て
検
討
す
る
。
春
ご
ろ
に
中
間
報
告
、
秋
ご
ろ
に
最
終
報
告
を
ま
と
め
る
。
宿
泊
業
は
両
制
度
の
対
象
職

種
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
外
国
人
材
の
活
用
に
向
け
て
議
論
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

と
中
国
国
際
航
空
日
本
支
社

は

月

日
、
東
京
都
豊
島

区
の
千
代
田
教
育
グ
ル
ー
プ

で
、
同
グ
ル
ー
プ
の
教
育
機

関
に
通
う
学
生
・
生
徒
ら
対

象
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。
日
本
の
青
少
年

に
中
国
観
光
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
の
取
り
組

み
。主

催
者
を
代
表
し
て
中
国

駐
東
京
観
光
代
表
処
の
欧
陽

安
首
席
代
表
が
あ
い
さ
つ
＝

写
真
。
「
中
国
と
日
本
の
間

の
旅
行
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
２
０
１
９
年
に
１
２
０
０

万
人
を
超
え
る
な
ど
、
互
い

に
重
要
な
観
光
目
的
地
と
な

っ
て
い
る
。
青
少
年
は
国
と

民
族
の
希
望
で
あ
る
と
と
も

に
、
両
国
の
友
好
関
係
を
発

展
さ
せ
る
使
命
を
担
っ
て
い

る
。
往
来
が
本
格
回
復
し
た

折
は
中
国
の
真
の
姿
を
自
分

の
目
で
見
て
、
友
好
の
種
を

ま
い
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
故

宮
、
万
里
の
長
城
な
ど
世
界

遺
産
を
中
心
に
、
中
国
の
主

な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
た
。

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
、
日
本
貿
易
振
興
機

構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
、
日
本
食

品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
）

の
３
団
体
は

月

日
、
相

互
連
携
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
。
日
本
の
農
林
水
産

物
や
食
品
の
輸
出
拡
大
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促
進
に

向
け
て
連
携
し
、
情
報
発
信

な
ど
で
相
乗
効
果
の
発
揮
を

目
指
す
。

覚
書
は
、
同
日
に
開
催
さ

れ
た
農
林
水
産
物
等
輸
出
促

進
全
国
協
議
会
総
会
の
中
で

締
結
さ
れ
た
。
３
団
体
は
、

農
林
水
産
物
、
食
品
の
輸
出

と
、
訪
日
外
国
人
観
光
に
関

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持

つ
知
見
や
業
界
関
係
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
海
外
消
費

者
へ
の
情
報
発
信
力
な
ど
の

強
み
を
生
か
し
、
相
互
に
連

携
す
る
。主
な
取
り
組
み
は
、

①
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
関
連
事
業
②
海
外
で
開
催

さ
れ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ

ベ
ン
ト
③
海
外
現
地
事
務
所

間
の
情
報
共
有
―
な
ど
。

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
農
林
水
産

物
、
食
品
の
輸
出
拡
大
を
重

点
業
務
の
一
つ
と
し
て
海
外

販
路
を
拡
大
す
る
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
Ｏ
は
、
日
本
産
の
農
林
水

産
物
、
食
品
の
海
外
消
費
者

向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
日

本
の
食
文
化
の
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、
訪

日
観
光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
ほ
か
、
近
年
は
セ
ミ
ナ
ー

や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通

じ
て
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

施
策
も
支
援
し
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
日

本
の
食
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
は
各
種
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年


月
に
開
催
さ
れ
た
観
光
立

国
推
進
閣
僚
会
議
で
は
、
今

後
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

の
増
加
を
見
据
え
、
円
安
も

生
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
農
林
水
産
物
、
食
品

の
さ
ら
な
る
輸
出
拡
大
に
つ

な
げ
る
よ
う
取
り
組
む
必
要

性
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

有
識
者
検
討
会
の
正
式
名

称
は
「
技
能
実
習
制
度
及
び

特
定
技
能
制
度
の
在
り
方
に

関
す
る
有
識
者
会
議
」
。
座

長
に
は
田
中
明
彦
・
国
際
協

力
機
構
理
事
長
が
就
い
た
。

両
制
度
の
施
行
状
況
を
検
証

し
、
課
題
を
洗
い
出
し
た
上

で
、
外
国
人
材
を
適
正
に
受

け
入
れ
る
方
策
を
検
討
し
、

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
」
に
答
申
す
る
。

主
な
論
点
は
、技
能
実
習

制
度
の
あ
り
方（
存
廃
や
再

編
を
含
め
て
検
討
）、両
制
度

に
お
け
る
外
国
人
材
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
の
在
り
方（
対
象

職
種
の
在
り
方
を
含
め
て
検

討
）、両
制
度
の
受
け
入
れ
見

込
み
数
の
在
り
方
な
ど
。こ

の
他
に
、外
国
人
材
の
人
権

侵
害
防
止
な
ど
の
方
策
と
し

て
、管
理
・
支
援
態
勢
の
在
り

方
、技
能
実
習
制
度
に
お
け

る
転
籍
の
在
り
方
な
ど
。

技
能
実
習
制
度
は
、
国
際

貢
献
の
た
め
に
開
発
途
上
国

な
ど
の
外
国
人
を
一
定
期
間

雇
用
し
て
日
本
の
技
能
を
移

転
す
る
制
度
。
宿
泊
業
は
２

０
２
０
年
２
月
の
厚
生
労
働

省
令
、法
務
省
令
の
改
正
で
、

「
技
能
実
習
２
号
」
の
移
行

対
象
職
種
に
追
加
さ
れ
た
。

「
技
能
実
習
１
号
」
の
期
間

を
含
め
、
通
算
３
年
の
在
留

が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
特
定
技
能

制
度
は
、
深
刻
化
す
る
人
手

不
足
へ
の
対
応
の
た
め
、
一

定
の
専
門
性
、
技
能
を
持
つ

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る
新

た
な
在
留
資
格
と
し
て
、


年
４
月
に
創
設
さ
れ
た
。
宿

泊
業
は
、「
特
定
技
能
１
号
」

の
対
象
産
業
分
野
に
な
っ
て

お
り
、
最
長
５
年
の
在
留
期

間
が
認
め
ら
れ
る
。

宿
泊
業
の
外
国
人
材
受
け

入
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本

旅
館
協
会
、
全
国
旅
館
ホ
テ

ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
、
日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
全

日
本
ホ
テ
ル
連
盟
が
共
同

で
、
宿
泊
業
技
能
試
験
セ
ン

タ
ー
を
２
０
１
８
年
９
月
に

設
立
し
、
特
定
技
能
、
技
能

実
習
の
評
価
試
験
を
行
う
態

勢
を
整
え
た
。「
特
定
技
能
」

の
在
留
外
国
人
数
は
、

年

９
月
末
時
点
の
速
報
値
が


万
８
７
０
２
人
で
、
う
ち
宿

泊
業
は
１
８
２
人
。
「
技
能

実
習
」
に
よ
る
在
留
外
国
人

数
は
、

年
６
月
末
時
点
の

速
報
値
が

万
７
６
８
９
人

で
、
う
ち
宿
泊
業
は
３
４
７

人
と
な
っ
て
い
る
。

有
識
者
会
議
の
座
長
以
外

の
委
員
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）
。

座
長
代
理
＝
高
橋
進（
日

本
総
合
研
究
所
チ
ェ
ア
マ
ン

・
エ
メ
リ
タ
ス
）、委
員
＝
市

川
正
司（
弁
護
士
）、大
下
英

和（
日
本
商
工
会
議
所
産
業

政
策
第
二
部
長
）、黒
谷
伸

（
全
国
農
業
会
議
所
経
営
・
人

材
対
策
部
長
）、是
川
夕（
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
国
際
関
係
部
長
）、佐
久

間
一
浩（
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
事
務
局
次
長
）、末

松
則
子（
鈴
鹿
市
長
）、鈴
木

直
道（
北
海
道
知
事
）、武
石

恵
美
子（
法
政
大
学
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
）、冨

田
さ
と
こ（
日
本
司
法
支
援

セ
ン
タ
ー
本
部
国
際
室
長
、

弁
護
士
）、冨
高
裕
子（
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
総
合
政

策
推
進
局
総
合
政
策
推
進
局

長
）、樋
口
建
史（
元
警
視
総

監
）、堀
内
保
潔（
日
本
経
済

団
体
連
合
会
産
業
政
策
本
部

長
）、山
川
隆
一（
東
京
大
学

大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

教
授
）

【
向
野
悟
】




